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表 目

行事名

天候 等 農業被害 対 緊急対策事業 検討

伴う土壌診断手数料免除措置 先行実施 い

概 要

趣旨 日時

場所 内容等を

記入 こ 。

成 度 間を通 た 温 日照 足や 大雨等 影響 た

こ 全 農作物 作 た あ 次 度 向け 対策

求 い こ 当市 現在 農業緊急対策事業 検討 着

手 。

当事業 生産者 意向 沿い 即効性及び実効性 あ 今後

営農意欲向 寄 施策 必要 あ いう観点 事業内容を検

討 い こ 他 施策 先立ち 当市農業センタ 実施

い 土壌診断推進事業 分析手数料 農業者 分析申

請 限 免除 措置を実施 こ を決定いた た。

当施策 異常気象等 被害を けた土壌状態 回復を始

農作物全般 い 生産 根幹 健全 土 く を支援

あ 市内農協 支援要望内容 合致 次 度 作

付け 間 合う時期 あ こ そ 品目を選 全 農作物 効果

期待 こ 現在検討中 他 緊急対策 先駆け 当施策

先行的 今 度 事業 実施いた 。

件 報道 御協力 さい う 願いいた 。

内容

土壌診断手数料 一般分析 総合分析 免除

対象者

農地台帳 載 あ 旭川市内在 農業者

実施期間

成 」0 11 8 日 成 」1 」 」1 日

添付資料
無 土壌分析緊急推進対策事業実施要領

報道 材 当

た 願い

備 考



土壌分析緊急推進対策事業実施要領

目的

旭川市農業センター い 実施し い 土壌診断事業 ，土壌 肥効成分を化学的

分析 こ 肥料分 過不足を明 し的確 施肥量を診断 事業 あ ，良

質 安定し 収量を確保 肥料 要 経費を抑制 効果的 適

正施肥 実施 い 必要不 事業 あ ，市内農業者 作付品目を問わ 広

く利用さ い あ 。 ，適正施肥 基 く健全 土 く を推進 長

い 月 及ぶ地 活動を必要 し，一過性 取 組 け 実現 こ 難しい

実情 あ 。

成 度 気象経過 ，作物 生育 重要 時期 あ ～ 月 期間 長期

温 日照や 風被害 異常気象 見舞わ こ を一因 し ，市内 農作物

生産及 出荷 少 悪影響を及ぼし い こ あ ，近 相 い い 異

常気象 い 極力影響を小さく ，生産者圃場 土 く 重要 あ 。

こ う 緊急的 あ 同時 ， 的 取 組 要求さ 背景を踏 え，改

生産者 土 く 対 取 組 必要性 関 認識を高 こ ，安定し

農業生産を持 的 確保 効果を生 出 こ を目的 し ， 成 度 土壌診

断手数料 い 免除 施策を実施 。

事業内容

目的を 成 ，当市 農業センター 備わ 土壌分析機能を最大限 揮

う努 。

当事業 基 く土壌診断手数料 ，旭川市農業センター条例第 条第 項 規定 基

免除 。

対象 範囲

旭川市農業委員会所管 農地 帳 載 あ 市内在 農業者 あ ，土壌分析結

果及 土壌診断 基 ， 期 営農計画策定 向け 積極的 活用 意思 あ 者

提出さ 試料を対象 。

，当該 農業者 市内 農業協同組合 あさ わ農業協同組合，東旭川農業協同

組合， い 農業協同組合又 東神楽農業協同組合 い 所属 場合 ，各

農業協同組合を経由し 試料を提出 場合 当事業 対象 含 こ 。

実施期間

当事業 実施期間 成 月 日 成 月 日 。


